
 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 45号 

令和 3年 12月 24日(金） 

「いじめ防止標語」いじめを許さない防止への強い思いを生徒自ら発信。 

 第 24 代生徒会が築いた新たな南中文化

ーガン「共律協援」  第２４代生徒会は、スローガン「陽向麗（ひまわり）」を掲げ、

温かい人間関係を築き、一人一人が南中生としての誇りをもて

る優しさあふれる素敵な学校の実現に向けて、各専門委員会で

の様々な活動を精力的に行ってきました。南中をより良くする

ために、生徒一人一人が楽しく過ごせるためにと、南中に貢献す

る主体的な姿でした。任期を終える最後は、全校生徒の思いを集

めた「南中いじめ撲滅宣言」を策定しました。互いの個性を認め

合い、生徒一人一人が大切にされる南中文化をさらに磨く宝を

残してくれました。これからを引き継ぐ、第 25代新生徒会役員

のリーダーシップと全校生徒の力強いフォロアーシップの結集

で、さらなる生徒会活動での活躍を期待しています。 

 無事に 2 学期の終業式を迎えました。ご家庭での支えや励ましに感謝の

思いです。「何も咲かない寒い日は 下へ下へと根を伸ばせ。やがて大きな花

が咲く。」終業式で、シドニー五輪女子マラソン日本人初の金メダリスト高

橋尚子さんの言葉を紹介しました。結果が出ない苦しい高校時代に監督が贈

ってくれた言葉だそうです。社会人になってマラソンに転向しても 3 年間

は芽が出なかった高橋さんは、この言葉を胸に一歩一歩走り続けたそうで

す。結果はすぐには出ないことが多いです。あきらめずに、努力して頑張っ

てきたことが自分を励ましていきます。丈夫な根を生やせば、困難も乗り越

える強さが生まれます。2022年自分の花を咲かせる一歩を踏み出そう。 

生徒一人一人の個性を認め合い、支え合い、思い合う関係性を

築き、「いじめ 0」への思いを発信するいじめ防止標語を全校生

徒が作成しました。いじめをしない決意、いじめを止める勇気

の行動など、他者を大切にする思いが伝わる作品です。全校生

徒で考える取組だからこそ優しさが広がります。思いを行動に。 


